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第4章 広域の観光交流拠点・情報発信拠点の整備について 

 

4.1  前提条件の整理 

 

4.1.1  まちづくり実行計画における位置付け 

平成 27年度に策定した「まちづくり実行計画」においては、広域の観光交流拠点・情報発

信拠点の整備に関連して「広域玄関口及び防災・減災機能強化ゾーン」として、導入施設と

して以下の機能が例示されている。 

 

表 4-1 広域玄関口及び防災・減災機能強化ゾーンの導入施設（例） 

 主たる導入施設等（例） 

情報機能 ・広域観光情報発信施設 

・ワンストップ窓口（コンシェルジェ機能） 

交流機能 ・イベント空間 

・東西自由通路 

広域交通 

結節機能 

・バス、タクシー乗車場 

・駐車場 

・レンタカー施設 

・足湯、レンタサイクル、物販施設、飲食施設（乗継時

間の有効利用） 

防災機能 ・津波避難ビル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典／平成 27年度 新幹線を核にしたまちづくり実行計画 
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4.2  類似事例 

4.2.1  東北新幹線二戸駅 

乗降客データは、ＪＲ東日本ＷＥＢサイト http://www.jreast.co.jp/passenger/2015_shinkansen.htmに拠る 

  

 

二戸市の人口： 

28,073 人（H28.11 末） 

 

乗降客（新幹線のみ） 

769 人／日（H27 年度） 

（うち定期 317 人） 

 

開業 

平成 14 年 12 月 

■拠点施設の概要 

・名称：「二戸広域観光物産センター『なにゃーと』」 

・延床面積 3,,722 ㎡、ＲＣ造３階 

・事業費 約 10 億円 

・駐車場：有料４５１台、無料４２台 

・諸室（全て駅舎と併設）：イベントホール、メッセホール、物産センター、観光案内所（兼レ
ンタカー）、レストラン、会議室、サークルルーム、待合いスペース、オフィス（市商工観光
課） 

■運営形態 

・施設自体は市の直営 

・物産センター部分は指定管理者として市の第三セクターに委託 

・レストラン部分はテナント（行政財産目的外使用） 

・観光案内業務は駅レンタカーに委託 

・施設維持コストは年間約４千万円程度。 

■利用状況等（H22 年度ヒアリング時） 

・駅の乗降客は当初見込み 900 人／日程度だったが、現在は 1,300 人／日が利用。 

・物産センターは広域１９市町村の物産品を販売している。年間売上は約 1.7 億円であり、増
加傾向にある。 

・催事場（メッセホール）は会議室は年間 12 万人の利用実績あり。 

・駐車場は年間約９万台が利用 

・「東北新幹線二戸駅等利用促進イベント実行委員会」が中心となって、広域の写真コンテンス
トや広域の物産イベント、広域の観光イベント（ふるさと巡りツアー）などを実施。 

・「東北新幹線二戸駅利用促進協議会」が中心となり、広域観光に関するＰＲ誌も年１回発行し
ている。 

・新幹線開業により、三陸方面への連絡バスが運行を再開した。 

■駅周辺開発の状況 

・土地区画整理事業（88.4ha）により街路等・駅前広場等を一体的に整備 

出典／北海道新幹線木古内駅利用客促進事業業務委託（平成 22年・木古内町） 
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4.2.2  東北新幹線いわて沼宮内駅 

乗降客データは、ＪＲ東日本ＷＥＢサイト http://www.jreast.co.jp/passenger/2015_shinkansen.htmに拠る 

 

 

  

 

岩手町の人口： 

14,070 人（H28.11 末） 

 

乗降客 

85 人／日（H27 年度） 

（うち定期 11 人） 

 

開業 

平成 14 年 12 月 

■拠点施設の概要 

・名称：「岩手広域交流センター」 

・延床面積 2,677 ㎡、鉄骨造３階、事業費は約 10 億円。 

・駐車場：有料１８１台 

・諸室（全て駅舎と併設）：多目的ホール、会議室、広域観光物産コーナー、岩手町紹介コーナー、
店舗（エステ店、飲食店）、レンタカーコーナー 

■運営形態 

・指定管理者として町の第三セクターに委託 

・施設維持コストは年間４千万円程度 

・物産展示や観光パンフレットなど広域での利用に配慮 

■利用状況等（H22 年度ヒアリング時） 

・駐車場は通勤者の利用も多い。 

・ビジネス客などはレンタカーを利用する例も多いが、観光客は盛岡経由のコースが主流となっ
ている。 

・駅の利用と交流センターの利用の動線を分けるべきだった（交流センターが稼働しない時間帯
も維持管理費が必要になるため）。 

・利用促進事業に取り組んでいたが、観光客の誘致は難しかった（補助金がなくなるとツアーも
来なくなる）。 

・スポーツ合宿（ホッケー）などが増加した。 

・Ｂ級グルメ（いわて焼きうどん）づくりに取り組んでいる。 

■駅周辺開発の状況 

・駅前広場、都市計画街路、駐輪場など 

出典／北海道新幹線木古内駅利用客促進事業業務委託（平成 22年・木古内町） 
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4.2.3  東北新幹線七戸十和田駅 

乗降客データは、ＪＲ東日本ＷＥＢサイト http://www.jreast.co.jp/passenger/2015_shinkansen.htmに拠る 

  

 

七戸町の人口： 

16,306 人（H28.11 末） 

 

乗降客（新幹線のみ） 

721 人／日（H27 年度） 

(うち定期 99 人） 

 

開業 

平成 22 年 12 月 

■拠点施設の概要 

・名称：「七戸町観光交流センター」 

・延床面積 1,139 ㎡、２階  ・事業費 5.7 億円。 

・駐車場：無料約６００台 

・諸室（全て駅舎と併設）：地域情報コーナー（兼レンタカー）、地域交流ホール（イベントホー
ル）、事務室、多目的室（緊急一時保護室）、物産品展示及び喫茶コーナー、オフィス（町商工
観光課） 

■運営形態 

・施設は町の直営 

・物産品展示及び喫茶コーナーは町の第三セクターである物産協会に委託 

・観光案内業務は駅レンタカーに委託 

・施設維持コスト,は 4,200 万円程度を想定。 

■利用状況等（H22 年度ヒアリング時） 

・乗降客は 1,100 人／日を想定（現時点では 1,25０人／日） 

・週末は駐車場の満車状態が続くこともある（駐車場を無料にしたのは広域利用促進という政策
的な意図。青森市などかなり広域からの利用あり）。 

・駅の開業に合わせて、大手旅行代理店にツアー商品を造成してもらった（十和田湖がらみのツ
アー） 

・町の物産協会が主体となって地域名産の馬肉を利用した「桜弁当」を開発。 

・広域観光のＨＰを雇用交付金を活用して作成した。 

・駅を起点とした観光タクシーも売り出し中。 

・新駅と十和田湖や奥入瀬渓流などを結ぶシャトルバスも運行している。 

・下北半島方面への直通バスは利用が好調。 

■駅周辺開発の状況 

・土地区画整理事業（21.9ha）及びまちづくり交付金事業により、一体的に都市計画道路や駅
前広場、街区公園などを整備。 

・駅前の土地にはジャスコ（10,600 ㎡）が立地予定。 

・近接して道の駅や美術館が立地 

出典／北海道新幹線木古内駅利用客促進事業業務委託（平成 22年・木古内町） 
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4.2.4  北海道新幹線木古内駅（みそぎの郷きこない） 

 

 

  

 

木古内町の人口： 

4,445 人（H28.11 末） 

 

乗降客（新幹線のみ・H28 年 8 月） 

平日：350～400 人／日 

休日：550～600 人／日 

(木古内町調べ） 

 

開業 

平成 28 年３月 

■拠点施設の概要 

・名称：「道の駅・みそぎの郷きこない」 

・延床面積 843 ㎡ 平屋  ・事業費 5.65 億円。 

・駐車場：無料 396 台（うち道の駅のある東駐車場は 150 台） 

・諸室（駅舎とは離れた場所に立地）：観光案内所（兼レンタカー）、レストラン、物販コーナー
（広域の物産）、事務室、多目的ホール、バス待合スペース 

■運営形態 

・指定管理者として一般社団法人「木古内公益振興社」に委託 

・施設維持コストは年間 1,500 万円程度を想定。 

■利用状況等（H2８年度ヒアリング時） 

・開業から約 10 ヶ月で利用者数が 50 万人を突破。 

・駐車場は当初 300 台程度を予測していたが、400 台分整備。ピーク時などは道の駅の駐車場
が満車状態になり新幹線利用者向けの駐車場（北口）を案内している状態。 

・新幹線の駅舎内に売店を想定していたが、売上げが見込めないということでキヨスクが出店し
なかった。 

・木古内駅を拠点とした街歩きコース「みそぎまち歩き」を開発。参加費は千円で予約制。所要
時間 50 分。ＪＲのツインクルバスのメニューにもなり利用は増加している。 

・町内への回遊を促すことを目指し、施設の南側に「みそぎの郷ガーデン（仮称）」を整備予定。 

・周辺の９町や交通事業者で構成される「新幹線木古内駅活用推進協議会」を形成。江差・松前
周遊フリーパスなどを企画。 

■駅周辺開発の状況 

・駅前通の街路事業に合わせた景観統一事業を実施したほか、まちなか公園やみそぎ広場の整備
を実施。 

出典／木古内町提供資料 



4-6 

4.2.5  類似事例のまとめ 

 

表 4-2 類似事例のまとめ 

 二戸駅 いわて沼宮内駅 七戸十和田駅 木古内駅 

人口 28,073 人 14,070 人 16,306 人 4,445 人 

乗降客数 

(うち定期) 

769 人／日 

(317 人／日） 

85 人／日 

（11 人／日） 

721 人／日 

（99 人／日） 

350～600 人／日 

拠点施設 

名称 

二戸広域観光 

物産センター 

「なにゃーと」 

岩手広域交流 

センター 

七戸町観光交流 

センター 

観光交流センター 

「道の駅 みそぎ

の郷きこない」 

延床面積 3,722 ㎡ 2,677 ㎡ 1,139 ㎡ 843 ㎡ 

事業費 約 10 億円 約 10 億円 約 5.7 億円 約 5.7 億円 

駐車場 493 台（有） 181 台（有） 600 台（無） 396 台（無） 

物産機能 
物産センター 広域観光物産コ

ーナー 

物産品展示 広域物産販売 

コーナー 

飲食機能 
レストラン 飲食店 喫茶コーナー レストラン 

観光案内 

機能 

観光案内兼 

レンタカー窓口

(有人) 

岩手町紹介 

コーナー 

（有人） 

地域情報 

コーナー兼 

レンタカー窓口

(有人) 

観光案内所及び 

レンタカー窓口 

（有人） 

ホール機能 
メッセホール、 

イベントホール 

多目的ホール 地域交流ホール 

(イベントホール) 

多目的ホール 

運営者 三セク 三セク 三セク 三セク 

維持コスト 約 4,000 万円 約 4,000 万円 約 4,200 万円 約 1,500 万円 

その他 

サークルルー

ム、会議室、市

商工観光課 

会議質、エステ

店、レンタカーコ

ーナー 

町商工観光課、多

目的室（緊急一時

保護室） 

バス待合スペース、

事務室（社団法人） 

 

※人口はいずれも平成 28年 11月末現在の住民基本台帳人口。長万部町は 5,660人。 
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4.3  観光交流拠点・情報発信拠点の整備に向けた方向性 

 

4.3.1  観光交流拠点・情報発信拠点の整備に向けた目標 

事例や長万部町の人口規模等を踏まえ、観光交流拠点・情報発信拠点の整備に向けた目標

を整理すると以下のようになる。 

 

目標１ 乗降客による経済効果を最大化する 

観光交流拠点・情報発信拠点の整備に向けては、新幹線の開業によって増加が期待される乗

降客による消費をいかに受け止めるかという点が重要になる。このため、１つ目の目標を「乗

降客による経済効果の最大化」として設定する。 

 

目標２ 広域の拠点となる機能確保（観光・物産等） 

新幹線の開業によって、長万部駅の機能を活用するエリアが広域化するととも乗降客にとっ

ても長万部駅が広域エリアの情報拠点となる。このため、新幹線による来訪客の利便性向上を

目指し、２つ目の目標を「広域の拠点となる機能確保（観光・物産等）」として設定する。 

 

目標３ 財政規模に応じた持続可能な運営方法 

施設の整備にあたっては、施設整備コストだけでなく長期的な維持・運営も含めた視点を持

つことが重要になる。このため、３つ目の目標を「財政規模に応じた持続可能な運営方法」と

して設定する。 

 

4.3.2  観光交流拠点・情報発信拠点の整備の方向性 

３つの目標を実現するための観光交流拠点・情報発信拠点の整備の方向性を整理する。 

 

方向性１～広域エリアの拠点機能の充実 

観光交流拠点・情報発信拠点は、長万部を目的地として来訪した乗降客だけでなく、リレー

列車を除く二次交通機関（バス、タクシー、レンタカー等）の利用のために長万部駅を利用す

る乗降客の利用に対し、いかに利便性を高めていくかという点が重要になる。このため、方向

性の１つ目を「広域エリアの拠点機能の充実」とし、広域観光の情報提供機能の充実や広域の

物産販売機能の充実を図っていく。 

【具体的な内容】 

○広域観光情報の提供（観光プログラム予約、パンフレット提供、レンタカー窓口） 

○広域の物産販売（道南北部・南後志・西胆振を含めた広域物産販売） 

 

方向性２～長万部のショーケースとしての機能 

観光交流拠点・情報発信拠点は、広域エリアのみならず、長万部町内のＰＲ拠点としても重

要な意味を持つ。このため、観光や物産、飲食を含めた長万部町内の魅力を全て凝縮して乗降

客に提示していくことが必要となる。このため、方向性の２つ目を「長万部のショーケースと

しての機能」と設定し、地域の旬の味覚が楽しめる飲食機能や特産品の販売機能、町内への周

遊を促す観光窓口機能の充実を図っていく。 

【具体的な内容】 
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○地域の旬の味覚が楽しめる飲食機能（飲食テナント） 

○地域の特産品の販売機能 

○町内への周遊を促す観光窓口機能 

 

方向性３～機能の複合化による効率的な施設運営 

先進事例調査の結果と比較すると、長万部町は新幹線の立地自治体として人口規模が小さい

ことから、地域の財政規模に見合った効率的な拠点機能サービスの維持・運営が重要な視点と

なる。このため、方向性の３つ目を「機能の複合化による効率的な施設運営」と設定し、様々

な機能を複合化させたコンパクトで効率的な施設づくりを目指していく。 

【具体的な内容】 

○コンパクトで効率的な「たまり」機能（休憩スペース＋展示機能） 

○有人サービスの最小化（広域観光案内とレンタカー、物産販売などの複合化 

 

方向性４～民間の投資を誘発する仕組みづくり 

長万部駅は室蘭や苫小牧方面への乗継拠点として乗降客数が多くなることが予想される。こ

のため、観光交流拠点・情報発信拠点の整備・運営についても、公共サイドだけではなく、民

間事業者との連携や役割分担を行いながら、全体的な機能の充実を図っていく視点が必要にな

る。このため、方向性の４つ目を「民間の投資を誘発する仕組みづくり」と設定し、公共と民

間事業者が一体となった機能の強化を目指していく。 

【具体的な内容】 

○隣接スペース等へ民間投資用の用地を確保 

○民間事業者（商社等）と連携した事業の推進 

○駐車スペースの確保 

 

 

4.3.3  観光交流拠点・情報発信拠点の施設規模等について 

観光交流拠点・情報発信拠点の施設整備の目標や方向性を踏まえ、具体的な規模や運営方

法、スケジュールなどについて整理する。 

 

(1) 施設規模 

施設の整備・運営に伴う町の財政負担軽減に向け、維持管理費の低減を実現するために、

飲食、観光案内、物販、ホール機能をコンパクトに収納した 1,000㎡程度の施設を想定する。

なお、事業費は 5～10億円程度、維持管理費は年間 1,000万円以内を目標とする。 

 

(2) 運営方法 

運営・維持コストに最も大きな比率となるのは人件費となることが予想される。このため、

効率的な運営方法を実現するために、指定管理者制度等により、既存の団体（観光協会等）

の事務所との一体化等により効率的な有人案内（必要時だけ案内者が対応）を検討するほか、

必要に応じ官民連携による運営方式（ＰＦＩ手法の導入など）についても検討する。 
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(3) スケジュール 

施設整備については、施設の規模が小規模なことから、1～2年程度での整備が可能であり、

設計段階（2～4 年程度）を考慮しても構想から施設オープンまでの期間全体で 4～6 年程度

が目安となる。このため、新幹線開業 4～6年前を目処に施設用地の選定・確保を終了させて

おくことが必要となる。 

なお、これらの機能は駅舎と一体となることも想定されるため、整備にあたってはＪＲや

ＪＲＴＴとの充分な事前協議も必要になる。また、駅舎と離れて設置する場合は、オープン

の時期についても検討する。 

 

(4) 今後の論点等 

観光交流拠点・情報発信拠点においては、長万部駅周辺に集積する商業機能との連携を図

ることが重要になってくることから、平成 29年度以降既存商業機能との連携や波及効果拡大

を念頭に置きながら立地を検討していく必要がある。 

また、地域産業全体への波及強化を高めるためには、施設で提供する特産品や飲食メニュ

ー、観光プログラムなどについて、開業に向けて長期的な視点で開発を推進していくことが

必要になる。 
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【目標】 【方向性について】 

目標１ 

乗降客による経済効果を 

最大化する 

目標２ 

広域の拠点となる機能確保 

（観光・物産等） 

目標３ 

財政規模に応じた 

持続可能な運営方法 

方向性１～広域エリアの拠点機能の充実 

○広域観光情報の提供（観光プログラム予約、パン

フレット提供、レンタカー窓口） 

○広域の物産販売（道南北部・南後志・西胆振を含

めた広域物産販売） 

 

 

 

方向性２～長万部のショーケースとしての機能 

○地域の旬の味覚が楽しめる飲食機能（飲食テナン

ト） 

○地域の特産品の販売機能 

○町内への周遊を促す観光窓口機能 

 

 

 

方向性３～機能の複合化による効率的な施設運営 

○コンパクトで効率的な「たまり」機能（休憩スペース

＋展示機能） 

○有人サービスの最小化（広域観光案内とレンタカ

ー、物産販売などの複合化 

 

 

 

方向性４～民間の投資を誘発する仕組みづくり 

○隣接スペース等へ民間投資用の用地を確保 

○民間事業者（商社等）と連携した事業の推進 

○駐車スペースの確保 

■施設規模 

○維持管理費の低減を実現するために、

飲食、観光案内、物販、ホール機能をコ

ンパクトに収納した 1,000 ㎡程度の施設

を想定 

○事業費は 5～10 億円程度、維持管理費

は年間 1,000万円以内を目標 

■運営方法 

○指定管理者制度により、既存の団体（観

光協会等）の事務所との一体化等により

効率的な有人案内（必要時だけ案内者

が対応）を検討 

○必要に応じ官民連携による運営方式に

ついても検討 

■スケジュール 

○施設整備については、1～2 年程度で可

能（1,000 ㎡程度の場合）。基本構想～

実施設計までは 2～4年程度が目安。 

○それまでに用地の選定・確保等が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

○「既存商業機能との連携・効果の波

及」を念頭に用地を検討（現駅の北

側敷地の活用等） 

→H29年度中を目処に方針検討 

○広域的な視点からの機能と町内の視

点からの機能をいかに複合化できる

か 

→広域的な連携は H29 年度以降検

討スタート 

→町内の特産品開発、メニュー開発

（飲食機能の検討）については引き

続き検討を継続 

【施設規模、運営方法、スケジュール】 【今後の論点】 
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